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ミステリの歴史を学んでほしい 

 私が望むことは「ミステリの歴史

を学びたいのなら『海外ミステリ』

から読んでほしい」ということ。江

戸川乱歩、横溝正史も読んでほしい

のだけれども、Ｅ・Ａ・ポオからシ

ャーロック・ホームズへと続き、そ

してルルーの『黄色い部屋の謎』、

フィルボッツの『赤毛のレドメイン

家』などと繋がってきたミステリの

流れを是非感じ取ってほしいと願

う。もう今になっては古々しさだけ

が先行する作品になってしまった

かもしれないけれど…。 

 そして、Ｅ・クイーンの『Ｘ』『Ｙ』

『国名シリーズ』、ヴァン・ダイン、

クリスティ、カー、クロフツ…是非

読んでほしい。 

 これまでの『ベスト表』 

 これまで私の『ミステリ読書案

内』で取り上げた海外作家の『ベス

ト表』は右の表のようになる。私が

その作家のほとんどの作品を読ん

でいる形はそう多くはないので、

『ベスト表』が作れる作家の数は多

くない。また、作品数が多くない作

家の場合も『ベスト表』にはなりに

くい。よって『～の世界』という形

で取り上げてきた作家もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １９８０年代以降の新しい作家

を紹介できないのが残念だ。読書を

完全に「日本ミステリ」に切り替え

てしまったので、今になってはどう

しようもない。 

 今、振り返ってみれば、日本のミ

ステリと海外のミステリと両方を

まんべんなく読むことは私には出

来ないことだったのだと思う。両方

読むとするなら評判作・人気作だけ

に限定した読書になってしまうだ

ろう。『読書案内』で少しでも自分

なりのユニークさを出そうとする

のは無理だったかもしれない。 

 好きな作家と言えば… 

 作家にしても、作品にしてもその

人なりの「好み」が出るのは当然だ。

右の『ベスト表』のリストを見ても

そう思う。これは私なりの独自のリ

ストでしかない。 

 私が好きな海外ミステリ作家は

①レイモンド・チャンドラー、②エ

ラリー・クイーン、③ウィリアム・

アイリッシュ(コーネル・ウールリ

ッチ)、④Ｆ・Ｗ・クロフツ、⑤デ

ィクスン・カーといった順番か。そ

の次となるとシューヴァル＆ヴァ

ールー、ドナルド・Ｅ・ウエストレ

イク、ジョルジュ・シムノン…あた

りになるだろうか…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『ミステリ読書案内』５００号発行記念特集 

これまでを振り返って その２ 
 ５００号に引き続いて、『ミステリ読書案内』のこれまでを振り返って

みよう。今回は海外のミステリ作家を中心に。現在はまったく読んでいな

いので、過去の記憶をなんとか引き出しながら連載してきたのが本音。 

今後、海外ミステリを読むことは…   ２００１年

以降海外ミステリは読んでいない。時にはアンソニー・ホロヴィ

ッツなど 近の作家の作品も…と思うこともあるが、何しろ日本

ミステリでさえ、十分にはこなすことが出来ないのだ。今後、海

外ミステリを読むことはあるのだろうか…？ 現在の時点では

手を広げない気持ちでいる。もしかしたら、気持ちが変化するこ

ともありうるかもしれない…？ 数年先はわからない。 

２０２３．７．２７ 発行元 

第 501 号 伊藤 剛 
https://mystery-dokuan.com 

これまでの『ベスト表』 
     海外作家篇 

Ｅ・Ｓ・ガードナー   第 ２号 

エラリー・クイーン   第 ５号 

ジョルジュ・シムノン   第 ８号 

Ｆ・Ｗ・クロフツ    第１２号 

ヴァン・ダイン   第１５号 

Ｊ・Ｄ・カー    第１８号 

アガサ・クリステイ   第３９号 

怪盗ルパン     第４４号 

ロス・マクドナルド  第５４号 

コーネル・ウールリッチ 第５９号 

Ｒ・Ｂ・パーカー    第６４号 

Ｄ・Ｅ・ウエストレイク 第８４号 

エド・マクベイン   第８７号 

トニー・ケンリック   第９１号 

ビル・ブロンジー二  第９５号 

クリスチアナ・ブランド 第１０４号 

クレイグ・ライス   第１１５号 

レックス・スタウト  第１２５号 

アンドリュウ・ガーヴ  第１３０号 

Ｗ・Ｐ・マッギヴァーン 第１３５号 

カーター・ブラウン  第１４０号 

「～の世界」の形の特集 

Ｅ・Ａ・ポオ    第２１号 

ダシール・ハメット   第２９号 

シャーロック・ホームズ  第３１号 

レイモンド・チャンドラー 第４９号 

シューヴァル＆ヴァールー  第６８号 

Ｇ・Ｋ・チェスタトン  第７２号 

ジェイムズ・クラムリー  第７７号 

ウィリアム・デアンドリア 第１１０号 

コリン・ウィルコックス 第１２０号 

パトリシア・モイーズ  第２０６号 

 上記以外に『代表作』の形で 

Ｅ・Ｄ・ホック セバスチャ

ン・ジャプリゾ ジョー・ゴア

ズ アントニー・バークリー 

イーデン・フィルボッツ ブレ

ッド・ハリディ Ｓ＝Ａ・ステ

ーマン   など 


